
保冷剤
乾燥剤

●トΠϨットϖーύー・
　ラッϓのਊ

Մ೩ごみ ʢもせるごみʣ

出し方のϧーϧとϚφー

●生ごみは、े 分水切りをしてください。
おΉͭは汚をトΠϨでྲྀしたう͑ࢴ● で出してください。
●ͻもྨなͲのいものは、さ2N以Լに切って出してください。
●いものや෯のいものでさ2N以Լに切れないもの、またはࢦ定ାに入らないものは「ૈ大ごみ」ѻいと
なります。

●ෆ燃ごみは、ઈ対に入れないでください。
●木ࡐʢࢬを含Ήʣྨ を「可燃ごみ」として処理する場߹は、ࢦ定ାに入るさで、ଠさ�DN以Լにして出してくだ
さい。

●木にͭいたはऔりআいてください。

以Լのにҙしてください。

ඞͣ
可燃物用指定袋で
出してください！

可燃用ࢦ定ାに入らない場߹は粗大ごみとして出してください。

台所ごみ

ゴム製品プラスチック製品

紙製品

枝木

木製品

食品の付着のある紙箱など

布製品

その他

生Մなものをআく࠶˞

˞༰ثแϓϥενοΫをআく

出せる
もの
主な品目

●生ごみ
　ʢ൧・ௐ理くずなͲʣ

●͙ͭ

●Ⴉ定ࢬ ●͵い͙るみ

ख܉●

●木ͮち ●生Ֆ・木・ރ༿●積み木
●乾燥ࡎ・อྫྷࡎ

●ΰムखା

●ྠΰム

●ポϦバέπ、
　ポϦ容器

ϒラシࣃ●

●$%・%7%
　ʢϓラέースも「可燃ごみ」ですʣ

Ͳも用おもちΌࢠ●

くずࢴ●

●焼きそ・たこ焼きなͲ
　のശで৯の付ணが
　͋るもの
　ʢ可な限り、৯をऔって
に出してくださいʣ「ごみݯࢿ」　

おΉࢴ● ʢͭ汚はトΠϨへʣ

●֪

可 燃 物 用
指定袋大可 燃 物 用

指定袋小
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ごみはொのऩूには出せ·せんܥۀࣄ

֎ম٫はݪଇࢭېです！

　町が収集するごみは、町内のҰൠ家庭から排出されるごみに限られています。このため、ۀࣄॴから排出
されるごみʢܥۀࣄҰൠഇغʣは、たと͑町のࢦ定ାを用したとしても出すことはできません。໊܂Ҭ
清ۀࣄ߹ϦαΠクϧのにൖ入するか、Ұൠഇغ収集ӡൖۀのڐ可ۀ者ʢ住民課におい߹わ
せくださいʣにҕୗするなͲしてదਖ਼に処理してください。
　なお、ۀࣄॴが用するごみାは、ҟがࠞ入していないか֬ೝできるようなಁ໌なାに限定していま
す。ಁ ໌で͋れൢࢢのାでߏいませんので、スーύーなͲで購入して排出してください。

　庭ઌやۭきなͲで、ごみを焼却することは、
༗なμΠΦΩシンྨのൃ生がݒ೦されるととも
に、Ԏや悪臭なͲによりपลの生活ڥに多大
な悪Өڹを及ぼすため、ഇغの処理及び清
にؔする๏で原ଇࢭېされています。
　ごみはݸਓで焼却せずに、町ࢦ定のごみାに
入れて、దਖ਼に処理するようにしましょう。

参 考

河川敷の草焼き、道路沿の草焼き、災害などの応急対策、火
災予防訓練、大晦日や正月のしめ縄・門松などを焼く行事、焼
き畑、あぜの草や下草の焼却、農家における収穫後の苗の焼
却、魚網にかかった海産物の焼却、落ち葉焚き、焚き火　など

ʙྫ֎とさΕるഇغのম٫ྫʙ

＊事前に消防署へ連絡するなど、周囲に迷惑のかからないように
行ってください。

＊例外とされる場合でも、周囲の生活環境に悪影響を及ぼす焼却は
禁止です。

木曽岬町廃棄物の処理及び清掃に関する条例第

4条により、「事業者は、その事業活動に伴って

生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理

しなければならない」と定められています。

Մ೩ɾ༰ثแプϥενッΫɾ
ૈେごみにผしてҰൠごみ

紙類ɾ類ɾϖッτϘτϧなどは
ごみճऩഇճऩݯࢿ

൧などの生ごみはコϯϙετ
生ごみ処理機でਪංԽ

資
源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表

収集日 "۠ʜ ・݄木༵日
# ۠ʜՐ・金༵日 資

源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表



保冷剤
乾燥剤

●トΠϨットϖーύー・
　ラッϓのਊ

Մ೩ごみ ʢもせるごみʣ

出し方のϧーϧとϚφー

●生ごみは、े 分水切りをしてください。
おΉͭは汚をトΠϨでྲྀしたう͑ࢴ● で出してください。
●ͻもྨなͲのいものは、さ2N以Լに切って出してください。
●いものや෯のいものでさ2N以Լに切れないもの、またはࢦ定ାに入らないものは「ૈ大ごみ」ѻいと
なります。

●ෆ燃ごみは、ઈ対に入れないでください。
●木ࡐʢࢬを含Ήʣྨ を「可燃ごみ」として処理する場߹は、ࢦ定ାに入るさで、ଠさ�DN以Լにして出してくだ
さい。

●木にͭいたはऔりআいてください。

以Լのにҙしてください。

ඞͣ
可燃物用指定袋で
出してください！

可燃用ࢦ定ାに入らない場߹は粗大ごみとして出してください。

台所ごみ

ゴム製品プラスチック製品

紙製品

枝木

木製品

食品の付着のある紙箱など

布製品

その他

生Մなものをআく࠶˞

˞༰ثแϓϥενοΫをআく

出せる
もの
主な品目

●生ごみ
　ʢ൧・ௐ理くずなͲʣ

●͙ͭ

●Ⴉ定ࢬ ●͵い͙るみ

ख܉●

●木ͮち ●生Ֆ・木・ރ༿●積み木
●乾燥ࡎ・อྫྷࡎ

●ΰムखା

●ྠΰム

●ポϦバέπ、
　ポϦ容器

ϒラシࣃ●

●$%・%7%
　ʢϓラέースも「可燃ごみ」ですʣ

Ͳも用おもちΌࢠ●

くずࢴ●

●焼きそ・たこ焼きなͲ
　のശで৯の付ணが
　͋るもの
　ʢ可な限り、৯をऔって
に出してくださいʣ「ごみݯࢿ」　

おΉࢴ● ʢͭ汚はトΠϨへʣ

●֪

可 燃 物 用
指定袋大可 燃 物 用

指定袋小

資
源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表

資
源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表

ごみはொのऩूには出せ·せんܥۀࣄ

֎ম٫はݪଇࢭېです！

　町が収集するごみは、町内のҰൠ家庭から排出されるごみに限られています。このため、ۀࣄॴから排出
されるごみʢܥۀࣄҰൠഇغʣは、たと͑町のࢦ定ାを用したとしても出すことはできません。໊܂Ҭ
清ۀࣄ߹ϦαΠクϧのにൖ入するか、Ұൠഇغ収集ӡൖۀのڐ可ۀ者ʢ住民課におい߹わ
せくださいʣにҕୗするなͲしてదਖ਼に処理してください。
　なお、ۀࣄॴが用するごみାは、ҟがࠞ入していないか֬ೝできるようなಁ໌なାに限定していま
す。ಁ ໌で͋れൢࢢのାでߏいませんので、スーύーなͲで購入して排出してください。

　庭ઌやۭきなͲで、ごみを焼却することは、
༗なμΠΦΩシンྨのൃ生がݒ೦されるととも
に、Ԏや悪臭なͲによりपลの生活ڥに多大
な悪Өڹを及ぼすため、ഇغの処理及び清
にؔする๏で原ଇࢭېされています。
　ごみはݸਓで焼却せずに、町ࢦ定のごみାに
入れて、దਖ਼に処理するようにしましょう。

参 考

河川敷の草焼き、道路沿の草焼き、災害などの応急対策、火
災予防訓練、大晦日や正月のしめ縄・門松などを焼く行事、焼
き畑、あぜの草や下草の焼却、農家における収穫後の苗の焼
却、魚網にかかった海産物の焼却、落ち葉焚き、焚き火　など

ʙྫ֎とさΕるഇغのম٫ྫʙ

＊事前に消防署へ連絡するなど、周囲に迷惑のかからないように
行ってください。

＊例外とされる場合でも、周囲の生活環境に悪影響を及ぼす焼却は
禁止です。

木曽岬町廃棄物の処理及び清掃に関する条例第

4条により、「事業者は、その事業活動に伴って

生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理

しなければならない」と定められています。

Մ೩ɾ༰ثแプϥενッΫɾ
ૈେごみにผしてҰൠごみ

紙類ɾ類ɾϖッτϘτϧなどは
ごみճऩഇճऩݯࢿ

൧などの生ごみはコϯϙετ
生ごみ処理機でਪංԽ

資
源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表

収集日 "۠ʜ ・݄木༵日
# ۠ʜՐ・金༵日

15

資
源
ご
み

可
燃
ご
み

粗
大
ご
み

不
燃
ご
み

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

有
害
ご
み

収
集
で
き
な
い

ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

に
つ
い
て

ご
み
品
目
別

一
覧
表



ςΟッシュϘッΫε

Χレϯダーɾϙελー

ύϯϑレッτɾはがき

ϊーτɾϝϞ༻紙ɾプϦϯτ類

෧　

紙ശʢ৯等のۭきശʣ

紙ାɾแ紙

ごみ出し·しΐ͏ݯࢿ紙ʢ͟つがみʣはࡶ

　可燃ごみで࠷も多いのがࢴ・ྨです。ྨࢴは、分ผすることでϦαΠクϧ可な「ݯࢿごみ」として出すこ
とができますので、ご協力お願いします。

、紙ʢ͟つがみʣとはࡶ
۩ମతにҎԼにࣔすものΛいい·す。

͜Εらはʮݯࢿごみʯとして
出して だ͘さい！

औり出し口のϏχーϧ
部分はऔりআいて可燃
ごみへ

金۩・Ϗχーϧやϓラ
スνックなͲࢴ以֎の
部分はऔりআいて可燃
ごみやෆ燃ごみへ

ϏχーϧՃして͋る
ものは可燃ごみへ

金۩・Ϗχーϧやϓラ
スνックなͲࢴ以֎の
部分はऔりআいて可燃
ごみやෆ燃ごみへ

૭付き෧のηϩϋン
部分はऔりআいて可燃
ごみへ

汚れのͻͲいものは可燃
ごみへ
ʣ՛ࢠの՛ࢠശは�
　��ஈϘーϧとして回収しています

߹以֎の場ࢴちखが࣋
はऔりআく
ାຊମがϏχーϧՃし
て͋るものは可燃ごみへ

シュレッダーした紙のほか、
紙コップなど水に溶けない加工が
してあるものも出せないんだよ。

※シϡϨッμーしたྨࢴはݯࢿごみとして出せません
ので、可燃ごみとして出してください。

可燃ごみへ

ෆ燃ごみへ
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可 燃 物 用
指定袋大

生ごみの水切りはしっかりと！

生ごみ処理機等の購入補助について

　可燃ごみのうち2番目に多いのが生ごみで、その大部分は水分といわれています。生ごみの水分は腐敗を
促進させ、悪臭の原因となります。生ごみを出す際は、次のことを徹底しましょう。

　町では、家庭から排出される生ごみの減量化のため、家庭用の生ごみ処理機及びコンポスト容器購入者
に対し、補助金を交付しています。
　積極的に活用し、生ごみの減量化にご協力をお願いします。

シュレッダーした紙のほか、
紙コップなど水に溶けない加工が
してあるものも出せないんだよ。

※いずれも購入金額の1/2以内となります。

種　類 生ごみ処理機 コンポスト容器

数　量 1台 2基

補助金額 上限　20,000円 上限　4,000円／基

●対象者　　木曽岬町に住民登録されている方
●申請方法　領収書を添付の上、申請書を役場住民課へ提出してください。
※前回の交付決定の日から、7年以上経過後に2回目の申請ができます。

① できるだけ水に濡らさない
シンク内の三角コーナーや排水口内の水切りかごに入れると、水分をたく
さん含んでしまいます。できるだけ水に濡らさないように心掛けましょう。

②しぼって乾かす
お茶がらやティーバッグは多くの水分を含んでいます。しぼったり乾燥さ
せてから出しましょう。

③ごみ出し前にひとしぼり
たまった水分を「ぎゅっと」しぼってから出しましょう。

水切りすると・・・

嫌な臭いが減って
集積場が清潔に！

生ごみから出る汁で集積場が汚
れたり収集車から道路に漏れ出
ることもなくなります。

ごみが軽くなって
ごみ出しもラク！

収集車への積み込みもスムーズ
になり、効率的に回収できます。

ごみを乾燥させるため
の費用が軽減される！

水分の多い生ごみは、燃やすの
に時間がかかります。水切りをす
ることで、効率よくごみを燃やす
ことができ、焼却量も減らすこと
ができます。
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可 燃 物 用
指定袋大

生ごみの水切りはしっかりと！

生ごみ処理機等の購入補助について

　可燃ごみのうち2番目に多いのが生ごみで、その大部分は水分といわれています。生ごみの水分は腐敗を
促進させ、悪臭の原因となります。生ごみを出す際は、次のことを徹底しましょう。

　町では、家庭から排出される生ごみの減量化のため、家庭用の生ごみ処理機及びコンポスト容器購入者
に対し、補助金を交付しています。
　積極的に活用し、生ごみの減量化にご協力をお願いします。

シュレッダーした紙のほか、
紙コップなど水に溶けない加工が
してあるものも出せないんだよ。

※いずれも購入金額の1/2以内となります。

種　類 生ごみ処理機 コンポスト容器

数　量 1台 2基

補助金額 上限　20,000円 上限　4,000円／基

●対象者　　木曽岬町に住民登録されている方
●申請方法　領収書を添付の上、申請書を役場住民課へ提出してください。
※前回の交付決定の日から、7年以上経過後に2回目の申請ができます。

① できるだけ水に濡らさない
シンク内の三角コーナーや排水口内の水切りかごに入れると、水分をたく
さん含んでしまいます。できるだけ水に濡らさないように心掛けましょう。

②しぼって乾かす
お茶がらやティーバッグは多くの水分を含んでいます。しぼったり乾燥さ
せてから出しましょう。

③ごみ出し前にひとしぼり
たまった水分を「ぎゅっと」しぼってから出しましょう。

水切りすると・・・

嫌な臭いが減って
集積場が清潔に！

生ごみから出る汁で集積場が汚
れたり収集車から道路に漏れ出
ることもなくなります。

ごみが軽くなって
ごみ出しもラク！

収集車への積み込みもスムーズ
になり、効率的に回収できます。

ごみを乾燥させるため
の費用が軽減される！

水分の多い生ごみは、燃やすの
に時間がかかります。水切りをす
ることで、効率よくごみを燃やす
ことができ、焼却量も減らすこと
ができます。
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